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売上高： 紙製品事業の譲渡等により減収
営業利益： ブレーキ事業ののれんの償却が前年度で終了したこと等により増益
純利益： 紙製品事業や賃貸用不動産の譲渡に伴う特別利益により大幅増益

（百万円）

17/3期 18/3期 18/3期

2Q実績 2Q実績 増減率 通期計画

売上高 244,287 232,838 -11,449 ▲4.7% 520,000

営業利益 -2,298 431 +2,729 - 15,000

経常利益 563 2,982 +2,419 +428.8% 20,000

親会社株主に帰属する

四半期純利益 834 15,530 +14,696 - 20,000

※1 2018年3月期期首に事業譲渡済みの「紙製品」の売上高：15,400百万円、営業利益：1,053百万円を含む。

※2 増減率が1,000%を超えるため「-」と記載しています。

為替レート(円/ドル) 112.14 111.80 -0.34 ▲0.3% 110.00
為替レート(円/ユーロ) 122.22 124.36 +2.14 +1.8% 120.00

前年同期比

※1

※1

※2
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・紙製品事業の譲渡による影響を除けば実質増収
・エレクトロニクス：新日本無線の車載・産業機器向け半導体が好調に推移し増収
・ブレーキ：米・韓は減収も、日本・中国・タイ・TMDの増収により、全体では増収
・精密機器：精密部品加工、プラスチック加工の受注増により増収
・化学品事業：断熱材、水性架橋剤の売上増により増収

（百万円）

17/3期 18/3期 18/3期

2Q実績 2Q実績 増減率 通期計画

エレクトロニクス 76,017 77,058 +1,041 +1.4% 204,000

ブレーキ 74,562 76,237 +1,675 +2.2% 154,000

精密機器 29,943 31,397 +1,454 +4.9% 61,000

化学品 4,065 4,849 +784 +19.3% 11,000

繊維 28,263 27,351 -912 ▲3.2% 58,000

不動産 4,107 3,732 -375 ▲9.1% 8,000

その他 11,927 12,212 +285 +2.4% 24,000

(紙製品) 15,400 -           -15,400 - -

合計 244,287 232,838 -11,449 ▲4.7% 520,000

※2018年3月期期首に事業譲渡済み

前年同期比

※
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・エレクトロニクス：日本無線のソリューション・特機事業、通信機器事業での増収
と、費用削減により利益改善。新日本無線も増収により増益。

・ブレーキ：前年度で、のれんの償却が終了したこと等により黒字化
（2017年3月期2Q のれん償却費実績：3,052百万円）

（百万円）

17/3期 18/3期 18/3期

2Q実績 2Q実績 増減率 通期計画

エレクトロニクス -5,565 -4,497 +1,068 - 2,700

ブレーキ -499 2,460 +2,959 - 6,300

精密機器 435 414 -21 ▲4.8% 1,800

化学品 581 746 +165 28.4% 1,700

繊維 930 957 +27 2.9% 2,400

不動産 2,917 2,666 -251 ▲8.6% 4,500

その他 -46 -15 +31 - 300

全社費用等 -2,105 -2,299 -194 - -4,700

(紙製品) 1,053 -           -1,053 - -

合計 -2,298 431 +2,729 - 15,000

※2018年3月期期首に事業譲渡済み

前年同期比

※
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１．事業ポートフォリオ見直し

２．既存事業・新規事業に関する取組み

３．ESGに関する取組み
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１．事業ポートフォリオ見直し

①2017.2 紙製品事業の譲渡を発表(2017.4 完了)

②2017.5 日本無線の完全子会社化を発表(2017.10 完了)

③2017.8 ドラムブレーキ事業の譲渡を発表
(2018.2 完了予定)

④2017.10 リコー電子デバイスの子会社化を発表
(2018.3 完了予定)
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リコー電子デバイスの子会社化について
１.概要
㈱リコーより半導体製造子会社であるリコー電子デバイス㈱の株式の80%を
取得し子会社化

２．目的
① 今後成長が見込まれる車載、IoT分野を中心に電子デバイスビジネスの
拡充を加速させる
② グローバルで戦えるアナログ半導体企業を目指す

３．期待するシナジー
① 半導体製造の各工程における相互の協力・補完関係

② 重複分野（電源IC）のリソースを成長分野へ再配置し、開発・設計を拡充

前工程 後工程

新日本無線 ○ ◎

リコー電子デバイス ◎ -
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２．既存事業・新規事業に関する取組み

①2017.6 賃貸用不動産（アピタ名古屋南店）を譲渡

②2017.6 ZMPへ出資

③2017.7 摩擦材生産拠点「賽龍（煙台）汽車部件」設立

④2017.9 「カーボンアロイ触媒」の実用化を発表

⑤日本無線の海外展開・成長のための取組み
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「カーボンアロイ触媒」の実用化

①白金代替触媒「カーボンアロイ触媒」が、固体高分子形燃料
電池用として、世界初の実用化。ポータブル型燃料電池での
使用環境において、白金触媒と同等の発電性能が得られた。

②当触媒を使用したBallard社の燃料電池スタックは、2017年
12月に販売開始予定。

③車載用燃料電池などより大きな市場に向けた開発を進め、
燃料電池の普及拡大、水素社会の実現に貢献していく。

カーボンアロイ触媒を
使用したBallard社製
ポータブル燃料電池

カーボンアロイ触媒
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日本無線の海外展開、成長のための取組み

①2017.1 インドネシアに「Pt. JRC Spectra Indonesia」 設立
（ワルガジャヤ・グループとの合弁会社）
経済成長の続く東南アジアで、社会インフラの整備に貢献

②2017.7 韓国に「Alphatron Marine Korea Co., Ltd」設立
日中とともに世界有数の造船国で、中小型船分野の取組みを強化

③2017.5 電子海図表示装置「J-marine NeCST」発表
船舶の安全運航や業務の効率化に貢献。情報サービス事業を拡大。

④2017.6 共同出資会社「グローバル測位サービス㈱」設立
センチメートル級の精密衛星測位サービスの事業化を目指す。

今後、自動運転や気象観測等を支える基盤技術の確立に取り組む。
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３．ESGに関する取組み

①相談役・顧問制度の廃止（2017.6）

②ESG指数採用（2017.7）
・MSCIジャパンESGセレクト･リーダーズ指数

選定銘柄数：251社 当社ESG格付け：AA (2017年6月時点)

・MSCI日本株女性活躍指数（WIN）
選定銘柄数：212社 当社性別多様性スコア：5.9 (2017年6月時点)

③統合報告書の発行（2017.8）
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経営方針

 企業理念 企業公器・至誠一貫・未来共創
 グループ行動指針

「環境・エネルギーカンパニー」グループとして、
持続可能な社会を支える

安全・安心・防災・健康・快適・利便・スマート

戦略的事業領域
①無線・エレクトロニクス ②オートモーティブ・機器
③素材・生活関連 ④新エネルギー・スマート社会

①積極的Ｍ＆Ａ ②既存事業の強化
③研究開発の成果発揮



グループ企業価値の向上
－ 「環境・エネルギーカンパニー」グループとして－

企業理念

企業公器・至誠一貫・未来共創

行動指針
コンプライアンス

環境

人権

労働安全

製品安全

調達

組
織

文
化

の
質

的
向

上

業績向上・量的成長

コーポレートガバナンス

テクノロジー＆
マーケティング

ダイバーシティ

コミュニケーション

CSR

株主還元

ROE, ROA

事業ポートフォリオ

M & A

売上高:  1 兆円
ROE: 12%

長期経営戦略目標
2025年度

 事業力・事業化力の強化

 環境経営

 キャッシュフロー経営

 グローバル経営

技術新時代・超スマート社会
Society 5.0, IoT, AI,  ビッグデータ
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長期経営戦略

長期業績目標：2025年度 売上高1兆円、ROE12%

安全 安心 防災 健康 快適 利便 スマート

エレクトロニクス事業
ADASビジネスへ参入

ブレーキ事業
銅フリー摩擦材

ケミカル事業
燃料電池分野へ積極展開

グループの生み出す価値

加速する取組み

戦略的事業領域
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http://www.tokyo-shirt.co.jp/products/index.html
http://www.tmdfriction.com/en


ご清聴いただきありがとうございました。

この資料に記載されている業績予想数値は、現時点で入手可能な情報をもとにした当
社における推測・予測に基づくものであり、確約や保証を与えるものではありません。
実際の業績は、様々な要因により、これらの予想数値とは異なる場合があります。予
めご承知おき下さいますようお願い申し上げます。
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売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

日本無線㈱ 153,000 0 52,099 -5,496 -242 1,054 142,909 -5,486 52,341 -6,550

新日本無線㈱ 52,000 2,500 25,270 889 1,212 244 48,865 1,792 24,058 645

205,000 2,500 77,369 -4,607 970 1,298 191,774 -3,694 76,399 -5,905

内部消去 -1,000 200 -311 110 71 -230 -923 454 -382 340

合計 204,000 2,700 77,058 -4,497 1,041 1,068 190,851 -3,240 76,017 -5,565

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

マリンシステム 38,100 -1,820 15,839 -1,547 -429 -53 32,580 -4,836 16,268 -1,494

通信機器 15,000 470 7,701 465 1,217 569 14,923 572 6,484 -104

ソリューション・特機 72,600 1,460 16,983 -4,195 553 782 67,367 -1,976 16,430 -4,977

メカトロニクス・電源 16,300 -290 6,673 -158 -1,097 93 16,498 -351 7,770 -251

医用機器 9,000 330 3,728 337 -399 -30 9,288 996 4,127 367

その他 2,000 -150 1,172 -397 -88 -307 2,251 108 1,260 -90

153,000 0 52,099 -5,496 -242 1,054 142,909 -5,486 52,341 -6,550

17/3通期　実績 17/3期 2Q累計実績
エレクトロニクス

エレクトロニクス計

18/3通期 予想 18/3期 2Q累計実績 前期比(2Q)

日本無線の内訳

内訳合計

決算説明資料（付表1）

Nov 10, 2017
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売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

日
本

日清紡ブレーキ
(NISB) 26,100 1,800 12,320 469 52 -66 25,058 1,486 12,268 535

NISBグループ 43,300 4,300 21,220 2,113 829 -523 40,509 5,045 20,391 2,636

TMDグループ 91,700 1,700 45,636 84 940 171 86,423 618 44,696 -87

海外計 135,000 6,000 66,856 2,197 1,769 -352 126,932 5,663 65,087 2,549

世界計 161,100 7,800 79,176 2,666 1,821 -418 151,990 7,149 77,355 3,084

-7,100 -1,500 -2,939 -206 -146 3,377 -5,929 -7,156 -2,793 -3,583

合計 154,000 6,300 76,237 2,460 1,675 2,959 146,061 -7 74,562 -499

営業利益 営業利益 営業利益 営業利益 営業利益

(a) NISB（国内海外計） 6,100 2,582 -589 6,531 3,171

(b) TMD（修正前） 2,500 625 28 2,068 597

(c) TMD(日本基準への修正)等※2 -2,300 -1,288 -42 -2,540 -1,246

6,300 2,460 -93 5,914 2,553

0 0 3,052 -5,921 -3,052

連結調整 0 541 510 -145 31

6,300 2,460 2,959 -7 -499

※1　セロン・オートモーティブ（韓）、日清紡賽龍（常熟）汽車部件有限公司（中）など

※2　無形固定資産償却、研究開発費の費用処理、退職給付など

17/3通期　実績 17/3期 2Q累計実績

海
外

内部消去

営業利益の内訳

のれん償却前営業利益

ブレーキ

のれん償却費

営業利益

18/3通期 予想 18/3期 2Q累計実績 前期比(2Q)

※1

決算説明資料（付表2）

Nov 10, 2017
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決算説明資料（付表4）

Nov 10, 2017

22



決算説明資料（付表4）
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出席者

Nov 10, 2017
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日清紡ホールディングス㈱取締役社長 河田　正也

村上　雅洋

荒　健次

西原　孝治

取締役常務執行役員　事業支援センター長 奥川　隆祥

常務執行役員　新規事業開発本部長 木島　利裕

取締役常務執行役員　ブレーキ事業統括
兼日清紡ブレーキ㈱取締役会長

取締役専務執行役員　経営戦略センター長
兼不動産事業管掌

取締役専務執行役員
兼日本無線㈱取締役社長
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